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１．目的  

国土交通省は、平成 27 年度の出水期より直轄国道の事前通行規制区間において、時間雨量による規制の試

行を始めた（国土交通省（2015））。具体的には、一部の規制区間は従来の連続雨量のみの基準に時間雨量基準

を設けた組合せ基準で運用する。新たに設ける時間雨量の基準は、20 年程度の雨量データをもとに確率年の

算出により初期値を設定し、その後経験雨量と災害発生の関係に基づき調整する（国土交通省（2015））。しか

しながら、規制区間内に災害事例がある場合や、既往の降雨で基準超過を経験した区間については、時間雨量

基準の設定方法が例示されているものの、運用期間中に基準超過した事例がない場合、あるいは規制区間内に

災害事例がない場合の記載はない。 

本検討では、事前通行規制基準雨量を超過したことのない、あるいは災害事例のない事前通行規制区間につ

いて、集中豪雨に対応した時間雨量基準の設定方法を提案することを目的とした。 

２．災害発生降雨状況と時間雨量基準の必要性 

岡山県内の道路災害と降雨量の関係について分析した。国土

交通省管理の直轄国道にて1998年以降の道路災害は29件であ

る。だたし、この資料は、発生時刻まで整理されていないこと

から、一連降雨のスネーク曲線を用いて分析した。図-1 は、

整理した 29 件の災害発生一連降雨のスネーク曲線である。用

いた雨量データは、災害発生場所の座標に最も近接した国土交

通省及び岡山県の降雨観測所のものである。また、図中 A降雨

の左の矢印の長さは、降り始めから時刻 Aまでに降った前期雨

量を示している。y=x より左上の領域は、降雨データが分布し

ないことから Unreal Area と示した。 

岡山県における道路災害は、すべて連続雨量が 250mm 未満の

領域で発生している。災害発生降雨の特徴として、時間雨量の

ピークデータの分布は、Unreal Area にかなり近いところに多

く分布している。これは、降り始めの時期に時間雨量のピーク

を迎えていることを示す。時間雨量が 40mm を超過する災害発

生降雨は、いずれのスネーク曲線も原点付近から右上がりに進

み、ピークを迎えて下がる経路を示す。例えば図中の A降雨の

場合、時間雨量 82mm を記録しているが、この時の時刻は、降

り始めから 4 時間であり、前期降雨は 77mm しかない。連続雨

量 77mm の通行規制基準雨量とした場合は、空振りの回数が多

くなり、運用が難しくなることが予想される。このような災害

発生降雨の傾向は、集中豪雨に対する時間雨量基準の必要性を

示唆している。 

本検討では、岡山県内において最も交通量が多い国道 2号の伊里中交差点から大東交差点間の事前通行規制

区間を対象とした(以下伊里中地区と記す)。本区間の事前通行規制基準雨量は連続雨量 250mm で基準が設定さ

れている。本対象区間の雨量観測所は、伊里中観測所であるが、2009 年に設置されたためデータ量が少ない 
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図-1 災害発生降雨と事前通行規制基準雨量 

 

図-2 山田原観測所の降雨データ 
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ことから、約 300m 南東に位置する岡山県の山田原観測所の雨

量データ 22 年分（1995～2016 年）のデータを採用した。なお、

山田原観測所と伊里中観測所の 1 時間雨量データの寄与率は

0.9 を超えており、ほぼ一致した。 

３．検討方法 

伊里中地区では、図-2 より連続雨量 250mm は妥当な基準とな

っており、変更の必要はない。そこで、新たに設定する時間雨

量基準は、現行の伊里中地区の超過頻度に合わせた基準とする

のが妥当である。 

そこで、現行基準に対して確率年を算出し、超過頻度を求め

る。そして時間雨量でも同様の計算を行い、連続雨量で算出さ

れた確率年に相当する時間雨量を算出する。この時間雨量は、

連続雨量と同様の超過確率であることから、併用基準として妥

当な基準値となることが期待される。現行基準である連続雨量

の確率降雨を算出した(図‐3)。一般化極値分布（Gev）を用い

て算出した結果、山田原観測所における連続雨量 250mm は、54

年に 1度の頻度で発生する豪雨となった。 

続いて、時間雨量について連続雨量と同様の計算を行った(図

-4)。連続雨量の確率年 54 年に相当する時間雨量は 86.7mm と

なった。よって、この時間雨量 86.7mm を連続雨量と併用する

時間雨量基準とした（図-2）。 

この時間雨量基準の精度を検証した。図-2より山田原観測所の過去 20 年の最大時間雨量は 84mm である。時

間雨量基準 86.7mm は、すべての非発生降雨の超過頻度が 0 となり、精度の面からも非常に妥当な数値となっ

た。また、あまりに大きな数値となれば、未経験降雨に対する見逃しの恐れが強くなることから、見逃しの観

点からも妥当な基準値となった。 

４．まとめ 

本研究は、基準雨量を過去に超過していない事前通行規制区間について、局地的集中豪雨に対応した時間雨

量基準の設定方法を提案した。現行基準の指標となる連続雨量について確率年を計算した。そして、超過頻度

が同等になるように、時間雨量の確率年を計算した。連続雨量基準が 54 年に 1 度の超過頻度であったことか

ら、54 年に 1 度超過する時間雨量を算定し、86.7mm を新たな時間雨量基準として提案した。この時間雨量基

準は、山田原観測所において過去 22 年間超過したことのない数値であり、運用基準と同様の超過頻度となる

ことが期待できる。 
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図-3 現行基準の生起確率 

図-4 連続雨量の確率年に相当する時間雨量 
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